
 

令和５年度 第６回岩手県大規模事業評価専門委員会 

 

日 時 令和６年２月６日（火）14:40～15:00 

場 所 岩手県水産会館 ５階 中会議室 

 

 

次     第 

 

 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

（１）専門委員長及び副専門委員長の選任について 

（２）令和６年度大規模事業評価専門委員会の開催予定について 

（３）その他 

 

３ 閉  会 
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参考資料１ 大規模事業評価の概要について 

参考資料２ 大規模事業評価の答申への対応方針について 



 

令和６年度大規模事業評価専門委員会の開催予定について 

１．審議案件                                      

① 岩手県福祉・消費生活関連相談拠点施設（仮称）整備事業【環境生活部、保健福祉部】 

（施設 事前評価・基本設計後）＜盛岡市＞ 

② 紫波警察署庁舎等整備事業【県警本部】 

 （施設 事前評価・基本設計後）＜紫波町＞ 

③ 若柳中部経営体育成基盤整備事業【農林水産部】 

 （公共 再評価）＜奥州市＞ 

④ 馬淵川広域河川改修事業【県土整備部】 

 （公共 再々々評価）＜二戸市、八幡平市、一戸町＞ 

 

※ 事前評価や随時再評価の必要が生じた事業があった場合には、上記案件以外にも審議をお願いする

ことがあります。 

２．報告案件                                      

① 高森高原風力発電所【企業局】 

（施設 事後評価）＜一戸町＞ 

② 押角峠地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型）【県土整備部】 

（公共 事後評価）＜宮古市、岩泉町＞ 

３．年間スケジュール                                  

時 期 専門委員会等の内容 備 考 

６月 第１回専門委員会（審議） 
諮問審議 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの実施 

７月 第２回専門委員会（現地調査） 継続審議 

８月 第３回専門委員会（審議） 
継続審議、答申案の審議、 

事後評価報告 

９月 専門委員会（予備日）  

11 月 第４回専門委員会（審議） 
諮問審議 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの実施 

１月 第５回専門委員会（審議） 継続審議、答申案の審議 

２月 第６回専門委員会（審議） 翌年度スケジュール等 

 
※ 第４回及び第５回専門委員会においては岩手県福祉・消費生活関連相談拠点施設（仮
称）整備事業を審議予定です。 

 
※ 審議の進捗状況等に応じて、時期及び審議回数は変更する場合があります。 
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大規模事業評価の概要について 

(１) 評価の目的 

 大規模事業評価は、厳しい財政環境の中にあって、より一層詳細で慎重な評価を行うこ

とで、県民への説明責任を果たすとともに、事業の効果的・効率的な推進に資することを

目的としています。 

【大規模事業評価の流れ】 

 

 

      公表・意見聴取              公表      公表・意見聴取       公表 

 

 

 

                      

                      

 

                      

  諮問・答申等                      諮問・答申等    報告・評価手法等審議  

 

 

 

(２) 評価の種類 

ア 事前評価 

 道路、河川、農業農村整備等の社会資本整備を目的とする大規模公共事業（公共事業

のうち総事業費が 50 億円以上のものをいう。）及び大規模施設整備事業（施設整備事業

のうち総事業費が 25 億円以上の事業又はこれに準ずるものをいう。）であって、新たに

事業着手を予定しているものを対象として評価。 

 なお、大規模事業の事前評価は、原則として、①基本となる構想を作成した時、②基

本となる設計をした時 の２つの段階で評価を行うこととしている。 

イ 継続評価 

 継続している大規模公共事業のうち、翌年度に継続を予定している事業を対象として

評価（ただし、再評価の対象となった事業を除く。）。 

ウ 再評価 

 継続している大規模公共事業のうち、事業の実施を決定した後、一定の期間を経過し

た事業等を対象として評価。 

（例）事業着手から 10 年度内に事業が完了する見込みがない事業 

再評価の翌年度から５年度内に事業が完了する見込みがない事業 

社会経済情勢の急激な変化、事業計画の重要な変更等で再評価を行う必要があ

る事業 

エ 事後評価 

 事業完了後、一定期間を経過した大規模公共事業及び大規模施設整備事業 

事

前

評

価 

事

業

立

案 

事

業

着

手 

予

算

化 

再

評

価 

事

業

完

了 

政策評価委員会（大規模事業評価専門委員会） 

 ◎ 評価手法等の審議・個別案件の審議などを行う。 

県                      民 

継

続

評

価 

事

後

評

価 
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 (３) 評価の実施時期 

 
令和５年度の例 

ア 事前評価 ・事業を所管する部局の評価 令和５年 11 月 

・政策評価委員会への諮問 令和５年 11 月 

・パブリックコメントの実施 令和５年 11 月～12 月 

・大規模事業評価専門委員会に

おける審議 

令和５年 11 月～令和６年１月 

(審議２回（うち審議兼調査１回）) 

・政策評価委員会からの答申 令和６年１月 

・対応方針決定（庁議） 令和６年１月 

イ 継続評価 ・事業を所管する部局の評価 令和５年 10 月 

ウ 再評価 

 

・事業を所管する部局の評価 令和５年５月 

・政策評価委員会への諮問 令和５年６月 

・パブリックコメントの実施 令和５年６月～７月 

・大規模事業評価専門委員会に

おける審議 

令和５年６月～８月 

（審議３回（うち現況確認１回）） 

・政策評価委員会からの答申 令和５年９月 

・対応方針決定（庁議） 令和５年９月 

エ 事後評価 ・事業を所管する部局の評価 令和５年７月 

・政策評価委員会への報告 令和５年８月 
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(４) 評価の方法 

ア 事前評価 

・[大規模公共事業 基本構想作成後、基本設計後] 

 「社会経済情勢等の状況」、「自然環境等の状況」及び「事業計画の妥当性」の３つの

項目について評価を行い、これらの項目評価の結果を踏まえ総合評価を実施。 

   ・[大規模施設整備事業 基本構想作成後] 

「事業の必要性」、「施設計画の妥当性」及び「環境保全と景観への配慮」の３つの項

目について評価を行い、これらの項目評価の結果を踏まえ総合評価を実施。 

・[大規模施設整備事業 基本設計後] 

  「事業の必要性」、「事業の有効性」、「事業の効率性」、「施設計画の妥当性」及び「環

境保全と景観への配慮」の５つの項目について評価を行い、これらの項目評価の結果を

踏まえ総合評価を実施。 

イ 継続評価 

 「自然環境等の状況及び環境配慮事項」及び「事業に関する指標からみた評価※」の２

つの項目について評価を行い、これらの項目評価の結果を踏まえ総合評価を実施。 

※ 事業ごとの評価指標に基づき、「必要性」、「重要性」、「緊急性」、「効率性（費用便

益比(Ｂ／Ｃ)」、「熟度」の５項目について点数化(100 点満点)し、評価するもの。 

ウ 再評価 

 「事業の進捗状況等」及び「社会経済情勢等の変化」の２つの項目について評価を行

い、これらの項目評価の結果を踏まえ総合評価を実施。 

エ 事後評価 

・[大規模公共事業] 

 「事業の効果等」、「利用者の意見等」、「社会経済情勢等の変化」の３つの項目につい

て評価を行い、今後の課題等（当該地区の課題、今後の同種事業のあり方及び事業評価

手法の見直しの必要性）を把握。 

・[大規模施設整備事業] 

 「事業目的の検証」、「施設の検証」、「立地、周辺環境の検証」、「収支の検証と費用便

益分析」の４つの項目で評価を行い、今後の課題等（当該地区の課題、今後の同種事業

のあり方及び事業評価手法の見直しの必要性）を把握。 
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(参考 R5 評価結果及び反映状況) 

 

ア 事前評価 

[大規模施設整備事業（基本構想作成後）] 

所管部局 
評価実施 
地区数 

評価結果 反映結果 

事業実施 要検討 その他 
事業採択 

(R6 当初予算額) 不採択 

環境生活部 

保健福祉部 
1 1 0 0 1 

（68 百万円） 0 

合 計 
1 

(100.0%) 
1 

(100.0%) 
0 

(0.0%) 
0 

(0.0%) 
1 

（68 百万円） 0 

 

イ 継続評価 

所管部局 
評価実施 
地区数 

評価結果 反映結果 

ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ 
事業継続 

(R6 当初予算額) 一時休工 

農林水産部 3 3 0 0 0 
3 

(358 百万円) 0 

県土整備部 15 5 10 0 0 
15 

(4,357 百万円) 0 

合 計 
18 

(100.0%) 
8 

(44.4%) 
10 

(55.6%) 
0 

(0.0%) 
0 

(0.0%) 
18 

(4,715 百万円) 0 

 

ウ 再評価 

所管部局 
評価実施 
地区数 

評価結果 反映結果 

事業 
継続 

要検討 
中止 

事業継続 
(R6 当初予算額) 一時休工 事業 

継続 

見直し 

継続 
休止 中止 

県土整備部 2 2 0 0 0 0 0 
2 

(44 百万円) 0 

合 計 
2 

(100.0%) 
2 

(100.0%) 
0 

(0.0%) 

0 
(0.0%) 

0 
(0.0%) 

0 
(0.0%) 

0 
(0.0%) 

2 
(44 百万円) 0 

 

エ 事後評価（実施事業） 

        岩手県立療育センター整備事業（矢巾町） 
    岩手県立盛岡となん支援学校整備事業（矢巾町） 

 



 

大規模事業評価の答申への対応方針について 
 

１ 令和６年１月 23 日に岩手県政策評価委員会から答申のあった１事業について、県の対応 

 方針を１月 29 日に以下のとおり決定し、公表しました。 

 

環境生活部、保健福祉部 

大規模施設整備事業の事前評価の答申への対応方針 

内    容 対応方針 

令和５年 11 月 21 日付け政第 126 号で諮問のあった大規模

施設整備事業の事前評価について、次のとおり答申しま

す。 

記 

事業名  岩手県福祉・消費生活関連相談拠点施設（仮称）

整備事業（盛岡市） 

審議結果 「事業実施」とした県の評価は妥当と認められる。 

 答申において評価内容が妥当と

認められたことから、事業を実施

する。 

 

 
２ 令和５年９月 11 日に岩手県政策評価委員会から答申のあった１事業２地区について、県 

 の対応方針を９月 26 日に以下のとおり決定し、公表しました。 

 

県土整備部 

大規模公共事業の再評価の答申への対応方針 

内    容 対応方針 

令和５年６月５日付け政第 49 号で諮問のあった大規模公

共事業の再評価について、次のとおり答申します。 

記 

事業名  猿ヶ石川広域河川改修事業（遠野市） 

審議結果 「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

 答申において評価内容が妥当と

認められたことから、事業を継続

する。 

なお、今後の事業実施に当たっ

ては、一層のコスト縮減に努める

とともに、事業効果の早期発現を

目指す。 

 

事業名  千厩川（中流）広域河川改修事業（一関市） 

審議結果 「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 
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